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全国高速自動車道市議会協議会は、高速道路建設・整備 

促進等に関する要望書を決定いたしましたので、特段の 

ご配慮を賜りますよう強く要望いたします。 
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要   望 
 

高規格幹線道路は、新型コロナウイルス感染症が長期にわ

たり国民生活を脅かす中においても、我が国の経済活動を維

持するための大動脈として重要な役割を果たしている。また、

頻発・激甚化する自然災害に対して、避難や救急救命・復旧活

動等の役割を果たし「命の道」としての機能を発揮している。 

しかしながら、高規格幹線道路網の進捗率は近年高まって

いるものの、整備が大幅に遅れている区間が未だ多く残され、

未整備区間における経済振興や大規模災害時の支援に対す

る重大な課題となっている。 

また、既存区間においては暫定２車線の４車線化や老朽化

対策、防災機能の強化などが急務となっている。 

よって、下記事項を実現されるよう強く要望する。 

 

記 
 

１ 建設促進について 

（１） ミッシングリンクを解消するため、高規格幹線道路

網 14,000 キロメートルの早期整備を図るとともに、安

定的に道路整備等を実施できるよう、財源の確保に万全

を期すこと。また、高規格幹線道路と一体となって高速

交通体系を成す地域高規格道路の整備についても、十分

な財源を確保すること。 

（２） 企業活動の向上をはじめ、物流の効率化や観光産業

の活性化、大規模災害対応のため、整備の遅れている地

域への一刻も早い着工を図ること。 
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（３） 安全性の確保や緊急時の対応のため、暫定２車線区

間の４車線化の早期整備を図ること。 

特に、優先整備区間の４車線化については、整備を遅

らせることなく、可能な限り早期かつ着実に実現を図る

こと。 

 

２ 安全対策の推進について 

（１）防災対策等の推進について 

ア 防災・減災、国土強靱化のための５か年加速化対策

に必要な予算・財源を安定的・継続的に確保し、計画

的な事業の推進を図ること。 

イ 地震や豪雨、豪雪などの災害時においても交通機能

が維持できるよう、盛土崩落防止や除雪対策など高速

道路の一層の危機管理強化を図ること。 

ウ 高速道路を利用した津波や洪水の緊急避難所など、

防災に資する対策の推進を図ること。 

エ 緊急物資の備蓄や支援物資集配の拠点化など、災害

時におけるサービスエリア・パーキングエリアの防災

支援機能の強化を図ること。 

（２）老朽化対策等の推進について 

ア 橋梁やトンネル等の老朽化する道路施設の更新事

業は機能強化を併せて実施すること。また、更新事業

の実施に当たっては、交通規制による周辺道路の渋滞

を軽減するため、地域の実情に応じた適切な規制方法

等を検討すること。 
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イ 重大事故発生防止のため、損傷が深刻化する前に修

繕を行う、予防保全への転換に向けて十分な財源を確

保するとともに、維持管理・更新に関する新技術の開

発・導入について一層の支援を図ること。 

（３）事故防止対策等の推進について 

ア 高速道路建設に当たっては、陥没事故等により住民

に不安が生じないよう十分な対策を講じること。 

イ 大型トラックや高速バス等による重大事故防止の

ため、万全の安全対策を講じるとともに、高速道路逆

走事故についても、サービスエリア及びパーキングエ

リアへの遮断機の設置など、具体的な防止対策を図る

こと。 

ウ 中央分離帯未設置区間においては、衝突事故の防止

のため、ワイヤロープの設置など、当面の緊急対策を

迅速に実施すること。 

エ 高速道路における安全性向上や渋滞解消に寄与す

る、ＡＳＶ（先進安全自動車）技術搭載車両に対する

通行料金割引等の優遇措置を図ること。 
 

３ 高速道路の機能向上と利便性の拡大について 

（１） 渋滞多発箇所における道路拡幅や交通状況に応じた

車線運用等により、渋滞損失を軽減し、高速道路の機能

を最大限に発揮させること。 

（２） 渋滞や交通規制などの交通情報を運転者が詳細に把

握できる通信システムの構築を推進すること。特に、近

年増加している豪雨や豪雪に対する、緊急情報の迅速な

周知を徹底して図ること。 
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（３） 物流拠点や観光地などへのアクセス性向上に資する

インターチェンジの整備促進を図ること。 

なお、インターチェンジの整備に当たっては、地域の

要望を十分踏まえるとともに、取付道路等周辺交通環境

にも配慮すること。 

また、高速道路外の道の駅への一時退出を可能とする

「賢い料金」実験の対象を、希望する各地域へ拡大する

こと。 

（４） 利用者の 利便性の向上のため、サービスエリアやパ

ーキングエリア及びガソリンスタンドの空白区間の解

消を図ること。また、サービスエリア及びパーキングエ

リアについては地場産品の販売など、地域活性化に資す

るための施設となるよう支援を行うこと。 

（５） 観光をはじめとした地域経済の活性化につなげるた

め、対象エリア内において自由に乗り降りが可能となる

高速道路周遊パスの取り組みを推進すること。 

 

４ 料金制度について 

高速道路料金制度については、料金体系の見直しによる

発現効果や課題等を十分検証しながら運用を図ること。 

 


